


 

 

 

 

 

  

客員教員 北嶋 結         
（弘前大学大学院保健学研究科 助教） 

話題のアドバンス・ケア・プランニング(ＡＣＰ)について簡単に紹介します。 

 アドバンス・ケア・プランニング(ＡＣＰ)は、「人生会議」という愛称がつくくらい日常的に親し

み深く取り入れてほしい考え方の一つとして、国で推奨しているものになります。 

では、アドバンス・ケア・プランニング(ＡＣＰ)ってなんでしょう。日本⽼年医学会では、「ACP

は将来の医療・ケアについて、本人を人として尊重した意思決定の実現を⽀援するプロセスである」

と提言しています。語源をみてみますと、Ａは advance で「もしもの時に備えて、前もって」、C は

care で「⼤切なこと、関⼼を寄せているところ」、P は planning で「継続的に何度も話し合って共

有する」という意味です。つまり、意思決定の実現を⽀援するプロセスともいえます。 

人は意思決定を日常的に⾏っています。例えば、⾷べたいものや⾏きたいところ、着たい洋服等

を選択して、生活を送っています。この日常的な意思決定には、非日常的な意思決定が含まれます。

例えば、お⾦の問題や事故が起きたとき等の意思決定のことをさしています。この非日常的な意思

決定には、医療における非日常の意思決定も含まれます。この医療における意思決定が、ＡＣＰで

話し合うところになります。 

ここで一つ考えてみましょう。日常的な意思決定をしていない人が、非日常の意思決定を⾏うこ

とができるのでしょうか。アメリカにおける研究データではありますが、終末期において意思決定

が不可能な患者は約 70％と報告されています。日本人のデータではありませんが、同じくらい、あ

るいはそれ以上に意思決定ができないかもしれません。 

それでもすすめていかなくてはいけないＡＣＰですが、もう少し語源から考えてみましょう。Ｐ

の「継続的に何度も話し合って共有する」というところに着目します。なぜ、継続的に話し合う必

要があるのでしょうか。人は物事を決めるとき、即決できる場合、迷う場合、最終的に自分で決め

られない場合等があります。また、焦っているとき、⼼穏やかなとき、不安なとき、等それぞれ置

かれている状況や⼼理状態によって、同じ課題でも決断した結果が異なってきます。人の思いは揺

らぎ変わっていくものととらえることが自然な考え方といえるでしょう。同じ課題でも、置かれて

いる状況や⼼理状態によって揺れ動くことを踏まえて、その人の傾向を掴んでいくことが求められ

ます。そのため、「継続的に、何度も」という持続的な視点が必要になってきます。 

 

 

 
「古典ギリシア語・ラテン語の 

学習のすすめ」 
 
青森学習センター客員教員 

今井 正浩 

 

 

 わたしの専門は西洋古典学（古代ギリシア・ローマ時代の歴史・社会・文化について研究する学問）ですの
で、その時代の原典資料等を読みこなすためのスキルとして、古典ギリシア語・ラテン語の知識はどうしても必要に
なります。 
 ただ、わたし自身は、最初からその方面の研究を目指して、古典ギリシア語・ラテン語の学習を始めた、というわ
けではありません。 

わたしが古典ギリシア語・ラテン語に関心を持ったのは、大学1年生の時、同じクラスにいた西洋史志望の友人
から古典ギリシア語の基礎文法書を見せてもらったのがきっかけです。 

その時の衝撃は、今でも忘れることができません。「自分の知らない、新しい世界がそこにある」ことを実感させら
れたというわけです。それは、中学校に入学して、英語の勉強に取り組み始めた時の衝撃に匹敵するものでし
た。 
 わたしたちが外国語の学習に関心を持つのは、なぜでしょう。理由は各人によってさまざまですが、その根底にあ
るのは「自分の知らない、新しい世界に触れてみたい」という強い願望ではないでしょうか。 
 もちろん、古典ギリシア語・ラテン語の原典に限らず、外国の作品は、日本語の翻訳で読むこともできます。わた
し自身、高校生の頃に、プラトンの初期対話篇のうちのいくつかの作品を日本語の翻訳で読んだことがあります。 
 けれども、外国の作品を翻訳で読むのと生（なま）の原典で読むことには、雲泥の差があります。 
 後者の場合、作者の思考の過程や感情の吐露を作者自身の言葉を通して、直（じか）に追体験することが
できる、というわけです。そこに、外国の作品を生の原典で読むということの醍醐味があるのではないでしょうか。 
たしかに、古典ギリシア語・ラテン語の場合、その学習には、ほかの外国語の学習と比較して、何倍もの時間とエ
ネルギーを費やすことになるかも知れません。「わたしには全く見当もつかない（チンプンカンプンだ）」というのを、
英語では It is all Greek to me と言います。これは、古典ギリシア語がとても難解な言語であるということから
来た慣用表現であると考えてよいでしょう。 
 けれども、そのような高いハードルを乗り越えて修得した古典ギリシア語・ラテン語の知識をもとに、現代ヨーロッ
パの歴史文化の源流にあたるとされる西洋古典古代の著作物に直接触れることができることの喜びは、とてつも
なく大きいと言うことができます。 
 皆さんが古典ギリシア語・ラテン語の学習にチャレンジされることを大いに期待するものであります。挑戦に祝福
あれ︕ 

巻頭言 
-かんとうげん- 
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「そば打ち」 開 催 日 ： 令和 5 年 11 月 11 日（土）  

開催会場 ： 弘前文化センター 調理実習室（弘前市下白銀 19-4）

■参加者：菊谷 洋子 
以前よりB Sテレビ放送で放送されている、放送大学の授業科目に興味があり2023年度第2学期より科目生として入学しまし
た。 
当初、科目の学習のみが放送大学での活動と思っていましたが、入学してみると地域大学の先生方による面談授業やゼミ等多様な
学びの場の多さにワクワクしながら学生生活を進めています。 
また学舎に通う大学と同様に学生間の交流の場もあると知り、学友会への参加を決めました。社会人になると、生活が自身の所属
する業種の限られた知識及び人間関係になっている人が多いと思います。私もその一人です。様々な人との交流を楽しみに、去る
11月11日に開催された学友会主催のそば打ち会及び懇親会に参加させていただきました。 
初めての蕎麦打ち，初めて会う先輩方、目まぐるしい情報量に四苦八苦しながらも、放送授業には無いリアルタイムでの「見て・触れ
て・実践して」の学習を楽しみました。 
授業の世界も楽しいのですが、一歩学舎の外に出て社会の中に入ると人と人の関係性が大きな比重を占めているように感じます。
多様なグループに属する先輩方や同期生のお話を懇親会で聴き、自分の知見が広がりました。 
沢山の学びの機会に参加させていただき、楽しい学生生活を送りたいと思えました。今回は参加させていただきありがとうござい
ます。 

■参加者：木村 聡 「初めてのそば打ち体験に参加して」 
４月に入学して、放送大学での勉強にも慣れてきた今日この頃。「せっかく放送大学に入学したからには放送大学ライフを味わい尽
くしたい」と思い、学友会のそば打ち体験に参加してきました。 
そば打ちは簡単そうに見えて難しい…ということは様々な場面で知っていたつもりでしたが、やはり実際に体験してこそ理解でき
るというもの。もともと手先が不器用なので切る作業が特に難しく、思っていた以上に太くて噛み応えのあるそばに(決してうどん
ではありません。断じて!)仕上がってしまいましたが、ちょうど通信指導期間中ということもあり勉強に一層力を入れていた自分に
とって、心も体もほぐれるような楽しい時間を過ごすことができました。 
今回初めて学友会の活動に参加しましたが、学友会の皆さんが温かく迎え入れて下さったおかげで、あっという間に自分自身も馴
染んでいました。ぜひともまた参加できたらと思います。 
そして次回こそは、胸を張って「これはそばだ!」と言えるような細さを目指したいです。 

 

 
 
 
 
 
 

受付・図書担当 煤田 紗夜香 

放送大学でお世話になり、あっという間に任期満了を迎えてしまい
ました。 
日々図書受付担当として業務に従事する中で、驚かされることがた
くさんありました。 
まずは、幅広い年齢の方々が学生として在籍されていることにビッ
クリし、日々無心で学ぶその姿に、時に熱く議論を交わしている様
子に、その熱量の凄さに圧倒されました。 
そして「世代を超えて交流を交わせるのも、この放送大学という場所ならではだ。」と学生さ
んに教えられ、なるほど︕と納得しました。 
私も刺激を受け、己の生活を見つめ直すきっかけを与えていただき、色々と踏み出すことが
出来ました。 
退職するにあたり、微力ながらにでも、皆様方の学生生活のお役に立てたのであれば幸いで
す。 
最後に放送大学で出会えた全ての方々に感謝申し上げます。 
この５年間、本当にありがとうございました。 

公開講演会レポート 
 

 

 

退職のあいさつ 

「健康長寿に挑む ～老化とのつきあい方を探ろう～」 
講師︓弘前大学 教育学部 教授 戸塚 学 先生 

（放送大学青森学習センター 客員教授） 

日時︓2023 年 12 月 9 日（土）13:30～15:00 

場所︓つがる市立図書館 セミナー･学習室 

（つがる市柏稲盛幾代 41 イオンモールつがる柏内）

 放送大学青森学習センターとつがる市立図書館とのコラボ企画として、「健康長寿に挑

む ～老化とのつきあい方を探ろう～」と題し、参加者の皆様と簡単な運動を交えながら、

老化と上手くつきあうための講演会を開催しました。
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試験日 

●大 学 院…１月１６日（火）・1７日（水） 
●教養学部…１月１８日（木）～ ２１日（日） 

２３日（火）～ ２４日（水） 
※1 月 22 日（月）は閉所日。 

試験 
会場 

●青森学習センター︓視聴学習室 
●八戸サテライトスペース︓視聴学習室 
※座席は指定です。試験会場入口の掲示物
を必ず確認してください。 

受験の際に必要なもの 
□システム WAKABA のログイン ID・パスワード（事前に入力確認） □単位認定試験通知（受験票） 
□学生証 ▶学生証の受け取りがまだの方、または有効期限切れの方は、試験前までに必ず所属の学習センター・
サテライトスペース窓口にて受け取りを済ませてください。 □持込み許可物品（受験票とともに送付される資
料を確認してください。） □筆記用具 

Web 受験方式で実施します。（一部科目のみ郵送受験方式で実施します。） 
▶ インターネットを通じて、試験期間中、いつでも自宅等から受験することができます。

※ただし、各科目には学習センターで受験する場合の試験日・試験時間が設定されており、登録シス
テムの設計上、試験日及び試験時間が同一の科目は同時に２つ以上登録できませんので、ご注意くだ
さい。 

▶ 「正多面体と素数（'21）」、「日本美術史の近代とその外部（'18）」、「量子化学（'19）」のみ、郵送受
験方式（自宅等で答案を作成し、郵便で提出する方法）で実施します。 

１科目 50 分の制限時間があります。（郵送受験科目除く） 
▶ 受験開始ボタンを押すとカウントダウンが始まり、一度カウントダウンが始まった後は、受験画面を

離れてもカウントダウンは進行します。（一時停止不可、１科目１回のみ受験可能） 
▶ 提出ボタンを押さずに制限時間が経過した場合、制限時間経過時点の解答が自動提出されます。 

「択一式」はクリック、「記述式」は文字入力により解答します。（郵送受験科目除く） 

▶ 科目ごとに「択一式」「記述式」「（択一式と記述式の）併用式」のいずれかの形式で出題されます。 

▶ 各科目の出題形式は「授業科目案内」に掲載しています。 

Web 単位認定試験体験版を公開しています。 

▶ 体験版で、ログインから解答提出までの操作の流れを体験できます。 

Web 受験が困難な方は、申請すれば、学習センター等で受験することができます。 
▶ ご自宅等にインターネット環境がない、またはパソコンの操作が困難等のご事情があり、Web 受験が

困難な方は、所定の期間内に申請を行うことで、学習センター等で受験することができます。 

学習センター等での受験は事前申請済みの方が対象です。 
▶ 「授業科目案内」およびシステム WAKABA に記載、またはセンターと日程調整を行った試験日・時限

に来所し、学習センター等のパソコンをご自身で操作して、Ｗｅｂ受験を行います。
▶ 試験を開始する前までは職員がパソコン操作をサポートできますが、試験開始後は、ご自身でパソコ

ン操作をしていただきます。職員はサポートできませんのでご了承ください。 

２０２３年度第２学期 単位認定試験のご案内 

実施について

【試験期間】 
Ｗｅｂ受験 ▶ 2024 年 1 月 16 日（火）9:00  ～  1 月 24 日（水）17:00 

郵送受験 ▶ 2024 年 1 月 16 日（火）    ～  1 月 24 日（水）《必着》 

センター受験 
試験期間中も青森学習センターの開所時間は 9:30～18:00 となりますので、 
試験時間割が時間外となる方は、試験時間を変更させていただきます。 ！
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